
問　
平
成
29
年
台
風
第
21
号

を
想
定
し
た
場
合
の
川
崎
調

整
池
の
効
果
は
。

答　
川
崎
調
整
池
整
備
事
業

は
、
貯
水
量
約
３
万
８
千
㎥

の
調
整
池
及
び
排
水
能
力
毎

秒
約
３
・
５
㎥
の
ポ
ン
プ
施

設
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
想
定
さ
れ
る
台
風
と
同
規

模
降
雨
量
の
降
雨
で
も
、
地

形
的
に
雨
水
が
集
ま
り
や
す

い
場
所
で
も
浸
水
深
約
50
㎝

以
下
に
抑
え
ら
れ
る
と
、
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
川
崎
調
整
池
の
運

用
は
、川
越
江
川
の
水
位
が
、

荒
川
工
事
基
準
面
＋
８
ｍ
に

達
す
る
と
、
取
水
ぜ
き
か
ら

導
水
き
ょ
を
通
り
、
調
整
池

へ
流
入
し
、
樋
門
操
作
に
関

係
な
く
調
整
池
に
雨
水
を
取

り
込
め
る
。

市
文
化
施
設
に
お
け
る 

 

社
会
教
育
事
業
の
充
実
を

問　
住
民
の
学
習
権
を
保
障

す
る
た
め
に
専
門
職
の
配
置

を
。

答　
５
月
７
日
よ
り
、
社
会

教
育
主
事
を
文
化
施
設
に
配

置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
社
会
教
育
士
と
の
連

携
を
強
化
し
、
住
民
の
学
習

機
会
の
提
供
と
地
域
力
の
向

上
に
貢
献
す
る
。

問　
社
会
教
育
の
視
点
で
の

利
用
者
団
体
の
系
統
的
育
成

を
。

答　
社
会
教
育
の
考
え
方
に

照
ら
し
、
社
会
教
育
団
体
等

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

問　

令
和
7
年
度
一
般
会

計
予
算
で
、
下
福
岡
城
山

公
園
用
地
取
得
の
議
案

２
７
５
５
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。
同
公
園
は
平
成
24
年
に

一
部
を
約
２
９
０
０
万
円
で

取
得
し
、
今
回
改
め
て
用
地

取
得
の
議
案
が
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

答　

地
権
者
の
要
望
が
あ

り
、
予
算
の
都
合
で
一
部
取

得
と
な
っ
た
。

問　
所
得
税
の
特
別
控
除
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
１
回
目
は
１
５
０
０
万

円
の
控
除
が
行
わ
れ
た
。
税

務
署
と
事
前
協
議
す
る
の
で

今
年
度
も
適
用
に
な
る
か
答

弁
で
き
な
い
。

問　
地
権
者
は
、
政
党
関
係

者
で
あ
り
、
公
職
も
あ
り
、

市
長
と
親
し
い
間
柄
で
あ
る

と
聞
く
が
、問
題
な
い
の
か
。

答　
地
権
者
の
思
想
、
信
条

や
属
性
、
公
職
の
有
無
な
ど

は
一
切
考
慮
し
て
い
な
い
。

問　
平
成
24
年
の
鑑
定
書
で

は
公
園
用
地
の
土
地
は
雑
種

地
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
登
記
簿
で
は
田
に
な
っ

て
い
る
。
鑑
定
額
に
違
い
は

起
き
る
の
か
。

答　
公
有
地
と
し
て
市
街
化

調
整
区
域
を
買
う
と
き
は
、

公
園
で
あ
れ
道
路
で
あ
れ
、

全
て
宅
地
見
込
み
で
評
価
し

て
い
る
。

問　
近
く
に
第
２
運
動
公
園

が
で
き
、
利
用
者
も
減
っ
て

状
況
も
変
わ
っ
た
。
市
の
計

画
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

緑
の
基
本
計
画
で
は
、

借
地
公
園
等
は
将
来
的
に
返

還
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
地
権
者
の
意
向
に
配

慮
し
た
上
で
買
収
す
る
と
し

て
い
る
。

問　

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
と
、

相
談
窓
口
の
拡
充
は
。

答　
住
み
慣
れ
た
地
域
環
境

で
生
活
し
続
け
る
た
め
に
、

聞
こ
え
に
関
す
る
障
壁
を
取

り
除
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
た
い
。

富
士
見
橋
に
設
置
し
た

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道
は

問　
実
証
実
験
の
結
果
と
本

格
設
置
ま
で
の
経
過
は
。

答　
市
は
実
証
実
験
の
中
で

速
度
抑
制
を
確
認
し
た
。
ポ

ス
ト
コ
ー
ン
設
置
、
路
面
標

示
や
看
板
等
で
注
意
喚
起

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
速
度
抑

制
意
識
を
促
す
。

福
岡
江
川
雨
水
幹
線 

 

の
内
水
浸
水
対
策

問　
産
業
団
地
調
整
池
完
成

後
の
運
用
は
。

答　
東
側
は
７
万
１
６
３
４

㎥
、
西
側
は
１
万
４
７
２
０

㎥
で
あ
る
。
完
成
後
、
出
水

期
の
流
入
デ
ー
タ
を
基
に
運

用
方
法
等
を
検
討
し
、
浸
水

被
害
の
軽
減
に
努
め
る
。

終
戦
80
年
と  

平
和
事
業
の
在
り
方
は

問　
ふ
じ
み
野
市
平
和
宣
言

に
依
拠
し
た
事
業
の
実
施

は
。

答　
市
民
の
願
い
で
あ
る
恒

久
平
和
実
現
に
向

け
、
終
戦
80
周
年

を
機
に
平
和
の
尊

さ
を
再
認
識
で
き

る
事
業
を
実
施
し

た
い
。

福
岡
江
川
緑
道
に

防
犯
カ
メ
ラ
を小

林
　
憲
人 

議
員

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り足立

　
志
津
子 

議
員

調整池整備で内水浸水の軽減

一 般 質 問
問　
子
ど
も
達
が
安
心
し
て

登
下
校
で
き
る
状
況
や
市
民

が
安
心
し
て
歩
く
こ
と
の
で

き
る
状
況
の
創
出
を
。

答　
福
岡
江
川
緑
道
の
改
修

計
画
を
策
定
す
る
際
に
研
究

し
て
い
く
。

よ
り
き
め
細
か
な 
 

発
達
支
援
を

問　
乳
幼
児
期
の
発
達
支
援

に
関
し
て
、
市
な
ら
で
は
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
向

け
、
市
内
に
新
設
さ
れ
る
特

別
支
援
学
校
と
の
連
携
を
。

答　
特
別
支
援
学
校
と
連
携

し
、
子
ど
も
の
発
達
支
援
事

業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

よ
り
円
滑
な 

 

地
域
福
祉
の
活
動
を

問　
地
域
の
中
で
活
動
し
て

い
る
人
か
ら
、
活
動
に
必
要

な
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け

ら
れ
ず
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
く

こ
と
が
あ
る
。
情
報
共
有
指

針
を
作
成
し
て
は
。

答　
現
場
の
声
を
踏
ま
え
て
、

情
報
共
有
指
針
や
個
人
情
報

の
共
有
の
手
引
き
を
検
討
し

て
い
く
。

上
下
水
道
課
に 

 

営
繕
係
の
創
設
を

問　
技
術
継
承
や
万
一
の
災

害
を
想
定
す
る
と
営
繕
係
が

必
要
で
は
。

答　
近
隣
他
市
の
動
向
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
、
様
々

な
状
況
を
踏
ま
え
研
究
し
て

い
く
。

問　
駅
前
広
場
用
地
買
収
の

進
捗
状
況
は
。

答　
14
筆
中
12
筆
は
買
収
済

だ
が
、
残
り
2
筆
に
つ
い
て

は
、
代
替
地
等
の
課
題
が
あ

り
、
地
権
者
と
対
話
を
行
っ

て
い
る
。

問　
駅
に
下
り
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
は
。

答　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
よ

れ
ば
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
よ

り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が

優
先
さ
れ
る
。
下
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
よ
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
利
用
が
望
ま
し
い
。

要
望
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判

断
す
る
。

問　
駅
前
広
場
の
整
備
完
成

時
期
は
。

答　
完
成
時
期
を
含
め
た
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討

は
、
用
地
取
得
の
進
捗
と
整

合
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
。連

続
立
体
交
差
事
業
の  

着
手
方
法

問　
東
武
東
上
線
大
山
駅
付

近
の
連
続
立
体
交
差
事
業

は
、
東
京
都
、
板
橋
区
、
東

武
鉄
道
株
式
会
社
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
都
市
計
画
道
路

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本

市
の
着
手
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　
県
並
び
に
沿
線
市
町
と

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
東
武

鉄
道
株
式
会
社
に
粘
り
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問　
高
畑
市
長
初
当
選
後
の

平
成
22
年
、
市
長
の
在
任
期

間
に
関
す
る
条
例
提
出
の
意

図
は
。

答　
市
長
の
職
に
同
一
の
者

が
長
期
に
わ
た
り
在
任
す
る

こ
と
に
伴
い
、
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
弊
害
を
防
止
す

る
た
め
で
あ
る
。

問　
弊
害
の
意
味
は
。

答　
行
政
執
行
に
お
け
る
マ

ン
ネ
リ
化
や
政
策
の
偏
り
、

あ
る
い
は
独
善
的
に
な
り
得

る
の
で
は
な
い
か
。

　
職
員
の
助
言
や
進
言
に
も

耳
を
傾
け
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　
職
員
の
採
用
等
に
お

い
て
も
弊
害
が
起
こ
り

得
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

一
般
論
と
し
て
多
く
の

方
に
認
め
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ

れ
は
首
長
が
予
算
編
成

権
や
人
事
権
、
許
認
可

権
な
ど
の
大
き
な
権
限

を
持
つ
か
ら
で
あ
り
、
権
力

の
濫
用
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
多
選
に
よ
っ
て
弊
害
が
生

じ
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
基
本
的
な
考
え
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

物
価
高
対
策

問　
物
価
高
対
策
と
し
て
上

下
水
道
料
金
を
減
免
し
て

は
。

答　
市
単
独
で
は
厳
し
い
た

め
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
検

討
す
る
。

市
長
選
挙
で

多
選
を
許
さ
な
い

原
田
　
雄
一 

議
員

上
福
岡
駅
東
口

駅
前
広
場
の
整
備

近
藤
　
善
則 

議
員

福岡江川緑道

下りエスカレーターを
東口に

川
崎
調
整
池
の
政
策
効
果
は

床
井
　
紀
範 

議
員

市浄水場

下福岡城山公園

鈴
木
　
啓
太
郎 

議
員

宅
地
並
み
の
値
段
で
田
ん
ぼ
を

買
う
　
下
福
岡
城
山
公
園
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